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奈
良
盆
地
か
ら
大
阪
湾
に
流
れ

込
む
唯
一
の
川
が
大
和
川
。
こ
の

こ
と
を
知
ら
な
い
県
民
が
案
外
多

い
と
い
う
。

　

県
内
で
目
立
っ
て
大
き
な
川
が

大
和
川
だ
が
、
こ
の
川
に
１
５
６

本
も
の
川
（
大
和
川
の
支
川
）
が

流
れ
込
ん
で
い
る
。
な
か
に
は
複

数
の
川
が
合
流
し

大
和
川
に
流
れ
込

ん
で
い
る
地
域
も

あ
り
、
こ
う
し
た

地
域
は
特
に
氾
濫

の
危
険
が
高
い
。

　

ひ
と
た
び
大
雨

と
な
れ
ば
、
狭
窄
部
と
な
っ
て
い

る
亀
の
瀬
に
水
が
集
中
す
る
。
川

幅
が
狭
い
た
め
、
下
流
側
に
流
れ

出
る
力
が
弱
い
。
そ
の
た
め
上
流

部
の
奈
良
側
の
水
位
が
高
く

な
る
。こ
れ
を「
バッ
ク
ウ
オ
ー

タ
ー
現
象
」
と
呼
ぶ
。

　

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
は
、

大
和
川
に
流
れ
込
む
支
川
に

も
現
れ
る
。
昭
和
57
年
８

月
、
亀
の
瀬
に
近
い
葛
下
川

（
か
つ
げ
が
わ
・
王
寺
町
）

は
、
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現

象
に
よ
り
王
寺
駅
前
な
ど
が

氾
濫
被
害
に
遭
っ
た
。

　

大
和
川
を
管
理
す
る
大
和

川
河
川
事
務
所
は
現
在
、
大

和
川
の
川
底
を
掘
る
工
事
を

進
め
、
県
や
周
辺
自
治
体
な

ど
は
一
時
的
に
増
水
し
た
川

の
水
を
貯
め
る
貯
水
池
の
整

備
な
ど
を
行
い
、
行
政
が
協

力
し
て
治
水
対
策
を
進
め
て

い
る
。

　

10
年
に
一
度
程
度
の
大
雨

で
、
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ

る
「
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
」
も
公

表
、
住
民
に
も
水
害
リ
ス
ク

情
報
を
提
供
し
、
意
識
喚
起
を
行

っ
て
い
る
。

　

亀
の
瀬
は
太
古
の
昔
か
ら
地
す
べ
り

を
起
こ
し
て
い
る
。
記
録
が
は
っ
き
り

残
っ
て
い
る
だ
け
で
も
明
治
36
年
、
昭

和
６
年
か
ら
７
年
、
ま
た
昭
和
42
年
に

も
起
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
当
時
の
建

設
省
が
約
60
年
前
か
ら
本
格
的
な
対
策

工
事
を
行
い
、
現
在
は
「
地
す
べ
り
」

の
リ
ス
ク
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

地
す
べ
り
と
は
斜
面
を
構
成
し
て
い

る
土
地
の
一
部
が
、
お
も
に
地
下
水
の

影
響
に
よ
り
、
あ
る
程
度
原
形
を
保
っ

た
ま
ま
、
ゆ
っ
く
り
と
斜
面
下
方
に
移

動
す
る
現
象
の
こ
と
。
土
砂
崩
れ
は
表

面
的
な
崩
壊
だ
が
、
地
す
べ
り
は
一
定

の
層
が
ま
と
ま
っ
て
動
く
。
数
日
・
数

期
間
に
わ
た
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
地
す
べ

り
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

る
の
か
。

　

亀
の
瀬
一
帯
は
か
つ
て
の
火
山
活
動

で
２
度
噴
出
し
た
「
ド
ロ
コ
ロ
溶
岩
」

が
す
べ
り
面
を
挟
む
形
で
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
最
大
深
度
約
70

ｍ
、
長
さ
は
約
１
１
０
０
ｍ
、
幅
約
１

０
０
０
ｍ
。
も
し
い
ま
地
す
べ
り
を
起

こ
せ
ば
、
大
量
の
土
砂
（
約
１
５
０
０

万
㎥
）
が
大
和
川
に
向
か
い
す
べ
り
落

ち
て
く
る
。

　

昭
和
７
年
に
起
き
た
地
す
べ
り
は
当

時
大
和
川
右
岸
（
北
側
）
に
あ
っ
た
亀

の
瀬
隧
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
）

を
飲
み
込
み
、
大
和
川
を
せ
き
と
め

た
。
こ
の
地
す
べ
り
を
契
機
に
現
在
の

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
は
大
和
川
の
左
岸
（
南

側
）
を
通
る
。
か
つ
て
鉄
道
は
右
岸
に

あ
り
、
現
在
は
亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
対

策
工
事
の
際
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
「
隧

道
跡
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
和
川
は
、
亀
の
瀬
と
国
道
25
号
、

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
に
沿
っ
て
今
も
流
れ
、

も
し
規
模
の
大
き
な
地
す
べ
り
を
起
こ

せ
ば
大
和
川
が
せ
き
止
め
ら
れ
る
。
こ

の
水
は
一
旦
は
奈
良
側
に
大
量
の
水
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
が

耐
え
き
れ
ず
に
亀
の
瀬
に
溜
ま
っ
た
土

砂
を
決
壊
さ
せ
る
。

　

現
在
、
主
な
対
策
工
事
を
完
了
さ
せ

た
が
、
い
ま
も
一
部
地
域
で
は
継
続
し

て
工
事
を
行
う
。

　
県
内
１
５
６
本
の
川
を
一
手
に
集
め
る
大
和

川
。
大
阪
に
向
か
う
唯
一
の
水
の
出
口
を
「
亀
の

瀬
」
と
呼
ぶ
。
大
和
川
を
挟
ん
で
北
側
に
生
駒
山

地
、
南
側
に
金
剛
山
地
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
山
地

が
大
和
川
に
向
か
い
せ
り
出
し
て
い
て
、
大
和
川

の
川
幅
が
一
気
に
狭
く
な
る
地
域
だ
。（
写
真
参

照
）

　
亀
の
瀬
に
は
大
き
く
二
つ
の
リ
ス
ク
が
存
在
す

る
。
一
つ
は
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
「
狭
窄

（
き
ょ
う
さ
く
）
部
」
で
、
大
量
の
雨
が
降
る
と

奈
良
側
の
水
位
が
高
く
な
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は

こ
の
地
域
が
過
去
に
何
度
も
地
す
べ
り
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
。
実
は
亀
の
瀬
に
は
こ
の
ふ
た
つ
の

リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。
国
土
交
通
省
近
畿
地
方

整
備
局
大
和
川
河
川
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
対
策
を

施
す
。

大
和
川「亀の瀬」に潜むふたつのリスク

大
阪
湾
に
流
れ
る

最
後
の
関
門

金剛山地

王寺駅

王寺町三郷駅

奈良県三郷町

県境

大阪府
柏原市

大
和
川

生駒山地

亀の瀬地域

①雨の降り方として、昭和49年台風24号、平成5年7月豪雨、平成7年7月豪雨と3種類の
雨を用いて、規模毎に計算。②降雨時間は大和川の流域内で降った雨が大阪まで流れ込む
時間として12時間として設定。①②をシミュレーションし、その結果、もっとも氾濫が大きく
なる範囲をリスクとして表示。

大和川の主な流域のリスクマップと一部拡大図

中頻度（50年に一度）
降雨量138㎜/12h
中低頻度（100年に一度）
降雨量151㎜/12h
中低頻度（100年に一度）
降雨量151㎜/12h
低頻度（200年に一度）
降雨量164㎜/12h

高頻度（10年に一度）
降雨量108㎜/12h
中高頻度（30年に一度）
降雨量129㎜/12h

想定最大規模
降雨量316㎜/12h

市町村境界 河　川

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー

地
す
べ
り

そ
こ
に
あ
る
危
機

危
機
か
ら
の
脱
出

過去の被害

中流域の被害

 

県や周辺自治体と協力「貯留施設」

社会福祉協議会駐車場他
雨水貯留施設
（田原本町阪手地区）

【H29.10台風21号】
死者・行方不明者0人
家屋全半壊1戸
床上浸水78戸、
床下浸水180戸

大和川の川幅が狭くなる地域・亀の瀬。奈良から大阪へ流れ出る唯一の河川が大和川だが、亀の瀬の狭窄部に大雨などで過度に水が流れ込むと奈良側の水位が高くな
る「バックウオーター」を引き起こす。また、地すべり地帯でもあり、かつては大和川をせき止めたこともあった。

大
和
川
河
川
事
務
所
で
は
浸
水
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
を
公
開
す
る
。
１
０
０
年
に
一
度
程
度
の
危
険
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は

異
な
り
、
10
年
に
一
度
程
度
の
大
雨
が
降
っ
た
場
合
の
浸
水
リ
ス
ク
を
顕
し
た
。
そ
の
地
域
の
過
去
の
水
害
か
ら
今
後
の
浸
水
レ

ベ
ル
を
色
分
け
し
て
い
る
。

大和川に流れ込む複数の支川が流れ込む地域も県内には存在する。川が流れ込むということは土地が低いと
いうことであり、その分、浸水リスクが高まる。

昭和57年８月「57水害」は王寺駅中心部が水没。亀の瀬の近い王寺町を流れる葛下川にバックウオーター現
現象が起き河川が氾濫したことが原因だった。死者・行方不明者は０人だったものの、家屋全半壊256戸の
被害を出した。対策工事が進み、現在は当時と比して氾濫リスクは低減しているものの、リスクが完全に除
去されたわけではない。

県内の河川が大和川に流れ込むを示す概略図。徒歩や自転車などで川沿いを
進むと、大和川に向かって水が流れていることが実感できる。
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歴
史
を
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
昭
和

６
年
か
ら
７
年
に
か
け
て
起
き
た
地
す

べ
り
の
様
子
を
数
多
く
の
写
真
と
そ
の

説
明
か
ら
学
べ
る
。
こ
の
地
す
べ
り
は

規
模
の
大
き
さ
と
死
者
・
行
方
不
明
者

が
０
人
だ
っ
た
が
、
も
の
珍
し
さ
か
ら

１
日
最
大
で
約
２
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
際
に
は
当
時
大
和
川
右
岸
を
走

っ
て
い
た
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
大
和
路

線
）
の
亀
瀬
隧
道
が
地
す
べ
り
に
よ
っ

て
飲
み
込
ま
れ
た
。
展
示
で
は
現
在
の

亀
の
瀬
一
帯
の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
（
上
）

を
配
し
、
実
際
に
鉄
道
も
走
ら
せ
る
。

生
駒
山
地
と
金
剛
山
地
に
挟
ま
れ
た
狭

窄
部
を
流
れ
る
大
和
川
と
地
す
べ
り
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
亀
の
瀬
を

俯
瞰
し
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
古
く
か
ら
地
す
べ
り
を
起
こ
し
、
人
々
の
畏

れ
と
なって
い
た
亀
の
瀬
。
新
し
い
資
料
室
は
、

亀
の
瀬
地
す
べ
り
の
歴
史
、
日
本
最
大
級
の
土

木
技
術
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
亀
の
瀬
の
対
策
工
事
の
多
く
は
、
山
の
中
で

行
わ
れ
て
お
り
、
普
段
は
そ
の
様
子
を
う
か
が

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
新
し
い
資

料
室
は
、
模
型
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
ビ
ジュア

ル
豊
か
に
可
視
化
し
、
多
く
の
方
に
わ
か
り
や

す
い
形
で
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
亀
の
瀬
地
す

べ
り
対
策
は
国
土
交
通
省
が
選
定
す
る
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
魅
力
倍
増

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
モ
デ
ル
地

区
に
選
定
さ

れ
、
お
申
し

込
み
を
い
た

だ
け
れ
ば
最

先
端
の
土
木

技
術
を
現
地

解
説
付
き
で

リ
ア
ル
に
体

感
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能

で
す
。
周
辺

に
は
日
本
遺

産「
龍
田
古
道
」

（
亀
の
瀬
は
構
成
文
化
財
）
も
あ
り
、
立
体
的

に
こ
の
地
区
の
魅
力
を
感
じ
取
って
い
た
だ
け

る
で
し
ょ
う
。

　
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
技
術
は
優
れ
た
も
の
が
多

く
、
特
に
亀
の
瀬
は
日
本
最
大
級
の
土
木
技
術

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。国
内
外
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
需
要
は
高
い
。
誰
に
で
も
伝
わ
る
よ

う
な
見
せ
方
や
表
現
、
ま
た
波
及
効
果
を
地

域
に
広
げ
る
た
め
に
地
元
と
の
連
携
も
欠
か
せ

な
い
が
、こ
の
資
料
室
は
そ
の
課
題
が
ク
リ
ア

で
き
て
い
る
。

　
資
料
室
は
鉄
道
車
両
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
そ

れ
は
亀
の
瀬
が
古
よ
り
奈
良
と
大
阪
を
結
ぶ

要
衝
か
つ
難
所
で
あ
り
、
鉄
道
が
ふ
た
つ
の
都

市
の
発
展
に
貢
献
し
た
か
ら
。
ま
た
資
料
室
は

窓
が
大
き
く
と
って
あ
り
、
あ
く
ま
で
亀
の
瀬

周
辺
の
景
観
の一部
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
。

　

ジ
オ
ラ
マ
模
型
は
亀
の
瀬
の
全
容
を
俯
瞰

し
、
現
代
と
過
去
が
交
錯
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
し

た
。
地
す
べ
り
面
を
大
き
く
取
り
被
害
の
大
き

さ
を
表
す
と
と
も
に
、
昭
和
７
年
当
時
と
現
代

の
鉄
道
を
敢
え
て
並
べ
る
こ
と
で
鉄
道
の
変
遷

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
大
和
川
第
４
橋

梁
の
復
元
は
鉄
道
フ
ァン
の
関
心
を
引
く
と
思

う
。

　
実
際
に
県
内
の
小
学
校
に
出
向
き
、
ど
う
い

う
表
現
な
ら
ば
わ
か
り
や
す
い
か
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
す
る
な
ど
顧
客
目
線
で
展
示
を
工
夫
し
た
。

地
す
べ
り
の
歴
史
で
は
当
時
の
写
真
を
多
用
、

ま
た
亀
の
瀬
に
用
い
ら
れ
て
い
る
難
解
な
土
木

技
術
も
出
来
る
だ
け
簡
単
な
文
脈
に
す
る
と

と
も
に
文
字
も
大
き
く
し
た
。

　
日
本
遺
産「
龍
田
古
道•

亀
の
瀬
」で
地
元

の
事
業
者
も
お
土
産
を
開
発
し
て
き
た
が
、こ

れ
ま
で
専
属
で
販
売
す
る
と
こ
ろ
が
な
かっ
た
。

今
回
資
料
室

で
専
属
ブ
ー

ス
を
設
け
る

こ
と
が
で
き

た
の
で
、
こ

れ
を
地
域
活

性
化
に
つ
な

げ
た
い
。
週

末
に
は
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を

出
す
予
定
。

飲
食
の
サ
ー

ビ
ス
も
充
実

さ
せ
た
い
。

　

大
規
模
な
地
す
べ
り
が
現
代
社
会
に
起
き
る

と
、
大
和
川
の
閉
塞
で
逆
流
し
た
水
に
よ
っ
て

奈
良
盆
地
が
水
没
、
さ
ら
に
溜
ま
っ
た
水
の
圧

力
で
亀
の
瀬
の
溜
ま
っ
た
土
砂
が
決
壊
す
る
と

大
阪
側
に
大
量
の
水
が
あ
ふ
れ
だ
し
、
約
６
兆

円
の
被
害
が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
大
和
川
を
管
理
す
る
大
和
川
河
川

事
務
所
で
は
亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
対
策
工
事
を

約
60
年
前
か
ら
本
格
的
に
実
施
、
こ
こ
ま
で
の

総
工
費
は
約
１
千
億
円
と
な
る
。

　

こ
の
対
策
工
事
は
日
本
最
大
級
の
土
木
技
術

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
大
き
く
①
「
土
を
取

り
除
く
」
（
排
土
工
事
）
、
②
「
地
下
水
を
取

り
除
く
」
（
排
水
工
事
）
、
③
「
す
べ
る
土
を

止
め
る
」
工
事
で
構
成
さ
れ
る
。
土
を
止
め
る

杭
の
長
さ
は
一
番
大
き
な
も
の
で
約
１
０
０
ｍ

と
巨
大
な
も
の
。
こ
れ
は
地
表
か
ら
す
べ
り
面

ま
で
の
深
さ
が
１
０
０
ｍ
近
く
あ
る
た
め
。
対

策
工
事
の
ほ
と
ん
ど
は
地
下
で
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
地
下
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
排
水
ト
ン
ネ

ル
の
様
子
は
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
新
し
い
亀
の
瀬
地
す
べ
り
歴
史
資
料
室
（
柏
原
市
＝
以
下
、
資
料
室
）

が
明
日
29
日
オ
ー
プ
ン
す
る
。
大
和
川
河
川
事
務
所
が
整
備
し
た
。
亀
の

瀬
は
奈
良
か
ら
大
阪
に
流
れ
る
大
和
川
の
難
所
で
、
地
す
べ
り
を
は
る
か

昔
か
ら
何
度
も
起
こ
し
て
い
た
と
さ
れ
る
難
所
。
新
し
い
資
料
室
で
は
地

す
べ
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
近
年
起
き
た
亀
の
瀬
の
地
す
べ
り
、
ま
た
我
が

国
最
大
の
対
策
工
事
な
ど
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
豊
か
に
学
べ
る
。

　
資
料
室
は
日
本
遺
産
「
龍
田
古
道
・
亀
の
瀬
」
の
構
成
文
化
財
の
ひ
と

つ
。
ま
た
令
和
５
年
に
は
国
交
省
か
ら
「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
魅
力
倍

増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。
新
し
い
資
料
室
の
開

館
で
さ
ら
な
る
地
域
の
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ビジュアルで 可 視 化

も
う
す
べ
ら
せ
な
い
！！

明日オープン

　約４万年前から地すべりが起きたと想定される
亀の瀬。万葉集には亀の瀬を「畏れの坂」とする
記述があり、神の仕業と畏れる人々の気持ちがに
じみ出る。
　近年では明治36年、昭和６年から８年、同42年
に地すべりが起きた記録がある。昭和７年には地
すべりの活動が顕著になった。旧国鉄（現ＪＲ）
関西本線の亀の瀬トンネルが崩壊した。同年７月
には梅雨期の豪雨により地すべりがさらに活発化
し、大和川の河床が９ｍ以上隆起。隆起した土砂
により、大和川の水が行き場を失い上流部の王寺
町では「ダム湖」のように浸水した。

あなたの知らない
亀の瀬の歴史

亀
の
瀬
に
用
い
ら
れ
た
工
法

日
本
最
大
級
の
土
木
技
術

そ
し
て
活
用
へ 

目
指
す
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
№
1
の
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

地
下
深
く
の
対
策
工
事

地すべり対策工事をわかりやすく説明するブース。奥のビデオで地下で行
われる工事が可視化できる。

コンテナをつなぎ鉄道車両をイメージしたデザイン

大
和
川
河
川
事
務
所

山
本
浄
二
所
長

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
執
行
役
員

河
野
ま
ゆ
子
さ
ん

（
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
監
修
）

総
務
省
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

花
田
欣
也
さ
ん

（
ト
ン
ネ
ル
遺
構
活
用
監
修
）

東
京
学
芸
大
学

環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

吉
富
友
恭
さ
ん

（
展
示
計
画
監
修
）

柏
原
市
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長

松
川
哲
也
さ
ん

（
地
元
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
監
修
）

イ
チ
バ
ン
一
級
建
築
士
事
務
所

代
表
取
締
役

川
西
康
之
さ
ん

（
全
体
デ
ザ
イ
ン
監
修
）

地
す
べ
り
が
起
き
た
昭
和
7
年
。
ト
ン
ネ
ル
が
崩
壊
し

た
た
め
、
人
々
は
大
阪
へ
抜
け
る
迂
回
路
を
作
っ
た
。

資料室開館と合わせ約1kmの
「亀の瀬・かわのべ龍の道」が
整備され、三郷町と柏原市が散
策路でつながった。

当
時
の
鉄
道
は
大
和
川
右
岸
を
通
っ
て
い
た
た
め
、
昭

和
7
年
の
地
す
べ
り
で
ト
ン
ネ
ル
が
崩
壊
し
た
。
現
在

は
左
岸
を
走
る
。

地
す
べ
り
の
規
模
と
当
時
・

現
在
の
景
観
を
把
握
で
き
る

ジ
オ
ラ
マ

施設ガイド
開館時間／９時30分から16時30分
休 館 日／毎週月曜日、年末年始
入 館 料／無料
※インフラツーリズムは
　事前予約制
亀の瀬インフラツーリズム
ガイドツアー
https://kamenose-infratourism.jp/#howto

地
す
べ
り
が
起
き
た
こ
と
を
示
す
。
も
し
大
和
川
が
閉

塞
し
、
上
流
の
奈
良
側
に
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
が
起
き

る
。

新亀の瀬地すべり歴史資料室

Access

土を取り除く

水を抜く

土を止める

昭
和
初
期
の
地
す
べ
り
に
は
「
観
光
客
」
が
訪
れ
た
。

『萬葉集（寛永版）』に表記された「恐乃坂」

現代

当時

資料室内に設けられた物販コーナーで、資料室内に設けられた物販コーナーで、
お土産を買うことができる。お土産を買うことができる。

新

新しく整備された「亀の瀬・かわのべ龍の道」新しく整備された「亀の瀬・かわのべ龍の道」


